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性について検討した結果， week measurement 

invariance が示された． 以上より，産後のボンディ

ング障害を早期から予測するために， 妊娠期から

MIBSを行い胎児へのボンディングを調査するこ

とは， 生まれてくる子どもとの良好なアタッチメ

ント形成に有用であると考えられた．

2 地域における周産期メンタルヘルス支援の実

際について

稲月まどか
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【はじめに】近年少子化の進行とともに妊産婦

のメンタルヘルスケア の直要性が増加している．

妊産婦のメンタルヘルスは出生した子どもの子育

てに直結し， 支援を必要とする妊産婦は同時に子

育て支援も必要としている． 乳幼児期の虐待は子

どもの生命の危険に直結するのみならず， 子ども

と親の愛着形成にも大きな影響を与える．

H28 年国の妊娠期からの子育て期における切

れHのない支援の構築を求める通達により， 周産

期メンタルヘルスの担い手である医療， 行政（主

体は市町村）が連携し， 支援を必要とする妊産婦

並びに乳幼児に対して具体的な支援の施策が始

まったところである． 演者は H21 年から新潟県

の数市町村と周産期メンタルヘルス支援の仕組み

作りや担当者の支援を行ってきた． 今回地域での

周産期メンタルヘルスの実態について報告しその

意義について考察した．

【方法】演者が関係している行政の H29 年度の

実施実態について調査した． 調査した4市はいず

れも産婦の精神状態の把握に育児支援チェックリ

スト， エ ジンバラ産後うつ病チェックリスト

(EPDS)赤ちゃんへの気持ち質問票を用い， 産

後間もない産婦のもとを訪問し助産師または保健

師立会いの下でチェックリストを記入してもら

い， その内容について産婦と話し合う形式をとっ

ていた． EPDS合計点9点以上， または自殺項

目のチェック， 赤ちゃんへの気持ち質問票で赤

ちゃんへの怒りが示された産婦は経過観察の対象

とし， フォロ 一 面接で経過観察の要件とした項目

が軽減した場合フォロ ー を中止とした．

【結果）質問紙法により 1 回目の訪問で要支援

とされたケ ー スは 12.3% ~ 21.2% に上った． 地

域差はあるが， 要支援ケ ー スはその後 2~3 回の

保健師の訪問により多くが軽快し， 最終的に医療

機関への新規紹介ケ ー スは全ケ ー スの 1％以下

だった． 担当者との懇談では質問紙の使用により

支援の組み立てが明確になり， 行政区を超える支

援でも有用であったと報告された．

【考察】産後まもなく要支援とされる母親は全

体の 10 ~ 20% にのぼり， 決して少なくない． し

かし保健師の数回の訪問と具体的な産婦支援の実

施により， 多くは軽快していることが明らかに

なった． またフォロ ー の結果新規に医療に紹介さ

れるケ ー スは全体の 1％以下であったが， これに

はもともと医療を受診しているケ ー スは含まれて

おらず， 実際の要医療ケ ー スはもっと多い． 精神

科医はすでに医療につながっている精神科ユ ー

ザ ー が妊娠した場合， 患者の病状のケアだけでな

く， 地域とつながりその患者の子育てのスキルや

産後の状態の変化についても助言を与え， 子ども

にとって虐待の加害者にならないよう支援するこ

とができる． また保健師など行政の支援者は服薬

の必要性やその継続について， また患者が自己判

断で治療中断した場合， それに対する助言を必要

としている． こうした支援者への助言や相談方法

の確立が今後必要となろう． 他にも精神科医には

産科医との協働や周産期メンタルヘルスの施策へ

の助言など求められていることは多いと考える．

3 統合失調症患者の認知機能の特徴ー性差と薬

剤別治療効果
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【目的】我々は， これまで集団患者・家族心理

教育を核とする教育人院による統合失調症治療を

行って来ている． 最近， 統合失調症の基本症状は

認知機能障害であると言われている． 今回， 統合


